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論文内容要旨
研究目的
 磁気共鳴画像法の発達により皮質形成異常の診断が容易になったが,その機能についてはいま
 だ不明な点が多い。空間的・時間的分解能の高い脳磁図を用いて,皮質形成異常における一次体
 性感覚機能を検討する。
研究方法
 一側半球全体に形成異常を有する半球性小脳回症小児例5例を対象とした。異常半球では正常
 半球に比べて脳溝数が少なく脳回が幅広く,中心頭頂部にシルビウス裂につながる深い脳溝を認
 めた。全例で異常半球対側の片麻痺を認めたが,体性感覚異常は認められなかった。てんかんや
 精神遅滞はないか,もしくは軽度だった。このような症例に対し,正中神経および後脛骨神経刺
 激による体性感覚誘発磁界を測定し,一次体性感覚反応であるN20m・P38m信号源を推定,
 その信号強度,位置,方向について比較した。小児での正常対照の報告が少ないため,対照とし
 て正常半球反応を用いた。
研究結果
 N20mおよびP38mは5例中3例で認められ,その信号源の信号強度は3例中2例で増大,
 1例で減弱していた。残る2例では明らかな反応が得られなかった。推定された信号位置は中心
 頭頂部に正常の体性局在パターンで推定されたが,信号方向は個々の症例の脳回・脳溝パターン
 に応じてまちまちであった。
結論
 半球性小脳回症において,形成異常を認める皮質にも体性感覚反応が存在していることが示唆
 された。個々の症例によって信号強度,電流方向の異常はさまざまであるが,異常な深い脳溝の
 周囲にその信号源が推定され,上肢・下肢といった体性局在が残存していることが示された。
 研究の意義,独創的な点
 半球性小脳回症において,形成異常を伴う大脳皮質に体性感覚反応が存在し,体性局在が残存
 していることが示した。本研究は,形成異常皮質の一次体性感覚機能を時空間的に客観的に評価
 できた点で意義深いと考えられる。
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 審査結果の要旨
 脳形態異常で半球性の大きな異常があってもそれ程重篤な臨床的障害を呈さない例もある。軽
 症例の多くは受傷時期が子宮内など非常に早期である。このような例では健常部のどこかで機能
 を維持していると考えられる。
 申請者は,このような半球性脳損傷の機能局在を脳磁図(MEG)を用いて一次体性感覚機能
 を主食討'した。
 一側半球全体に形成異常を有する半球性小脳回症小児例5例を対象とした。異常半球では正常
 半球に比べて脳溝数が少なく脳回が幅広く,中心頭頂部にシルビウス裂につながる深い脳溝を認
 めた。全例で異常半球対側の片麻痺を認めたが,体性感覚異常は認められなかった。てんかんや
 精神遅滞はないか,もしくは軽度だった。このような症例に対し,正中神経および後脛骨神経刺
 激による体性感覚誘発磁界を測定し,一次体性感覚反応であるN20m・P38m信号源を推定,
 その信号強度,位置,方向について比較した。小児での正常対照の報告が少ないため,対照とし
 て正常半球反応を用いた。
 N20mおよびP38mは5例中3例で認められ,その信号源の信号強度は3例中2例で増大,
 1例で減弱していた。残る2例では明らかな反応が得られなかった。推定された信号位置は中心
 頭頂部に正常の体性局在パターンで推定されたが,信号方向は個々の症例の脳回・脳溝パターン
 に応じてまちまちであった。
 半球性小脳回症において,形成異常を認める皮質にも体性感覚反応が存在していることが示唆
 された。個々の症例によって信号強度,電流方向の異常はさまざまであるが,異常な深い脳溝の
 周囲にその信号源が推定され,上肢・下肢といった体性局在が残存していることが示された。
 本研究は,形成異常皮質の一次体性感覚機能を時空間的に客観的に評価できた点で意義深く,
 医学博士の学位に値するものである。
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